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基本方針 

基本目標を実現するため、本市の生涯学習の課題を踏まえ、本計画では大きく２つの基

本方針を位置付けます。 

１つは、これまで取り組んできた生涯学習施策を基軸に、一人ひとりの主体的な学びや

学び合いを支える基盤を整備する「だれもが学び合える環境づくり」です。 

もう１つは、市民による活動などを持続的に支えるとともに、学びをいかし、伝え広げ、

新たなつながりやコミュニティ形成を促す「学びを伝え広げるつながりづくり」です。 

 

基本方針１ だれもが学び合える環境づくり 
～一人ひとりの学びを支え、学び合いが広がる基盤づくり～ 

目指す姿 すべての市民が多様な学びの機会に気軽にアクセスでき、誰もが自分に合

った学びに出会え、生涯学習センターをはじめとして、学びの相談や参加がしやす

い環境が整い、主体的な学び合いが広がっている。 

●学びに参加しやすいきっかけづくりを進めるとともに、多様な生き方・世代・背景・

状況に応じて学びに参加できる多様な機会を提供します。 

●時代に応じた学習環境の整備や、生涯学習センターを中心とする包括的な学びの拠

点づくりと連携強化を進め、誰もが学びやすい環境づくりを進めます。 

●学びに関する情報が広く届き、活用される仕組みを充実させるとともに、学びの相

談体制を整備することで、学びとの出会いと主体的な学び合いを促進します。 

基本方針２ 
学びを伝え広げるつながりづくり   
～学びを通した持続可能なネットワークづくり～ 

目指す姿 生涯学習センターや地域の拠点施設を中心とした連携の下で、多様な主体

が学び合い・支え合いながらつながりを広げ、学びの成果が地域にいかされ、個人と

地域が共に成長するネットワークが形成されている。 

●府中市の学びをつなぐ担い手の発掘・育成や活動支援を通じて、人と人が結びつく

持続的なネットワークの形成を図ります。 

●一人ひとりが学んだ成果を適切にいかすための仕組みづくりとともに、学びの成果

を広げる機会の充実を進め、「学び返し」による地域の課題解決や市民による多様な

学びの場の形成などを促進します。 

●地域の団体・学校や大学、企業などの多様な主体の連携を強化し、拠点を通じて市

全体での学びのネットワークを広げていくことで、より良いまちづくりなど、新た

な価値の創出につなげます。   
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計画の構成 

本計画の構成は以下のとおりとします。 

 

基本 

目標 
 基本方針  施策 
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基本方針１ 

 だれもが学び合える 

環境づくり 

 １ 学びのきっかけづくり 

  
２ 一人ひとりの背景や時代に対応した学びの

機会づくり 

  ３ だれもが学びやすい環境づくり 

  ４ 学びの情報共有の仕組みづくり 

    

 
 

基本方針２ 

 学びを伝え広げる 

つながりづくり 

 

 １ 学びを支え・つなげる人づくり 

  ２ 学びの成果を広げる仕組みづくり 

  ３ 府中市学びのネットワークづくり 

   

施策を推進する手段

具体的な内容

基本目標実現のための方針

目指すべき未来の姿・ビジョン 基本目標

基本方針
1

施策1 施策2 施策3 施策4

基本方針
2

施策1 施策2 施策3

事 業 

■「基本目標」は、目指すべき未来の姿・ビジョンを示すものです。 

■「基本方針」は、「基本目標」を実現するための基本的な考え方・方針を示すものです。 

■「施策」は、「基本方針」に沿って展開される具体的な内容を示すものです。 

■「事業」は、「施策」を推進する手段を示すものです。 
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基本方針 

１ 
だれもが学び合える環境づくり 
～一人ひとりの学びを支え学び合いが広がる基盤づくり～ 

基本方針１ だれもが学び合える環境づくり 

 

■現況と課題 

 

 

 

  

 
 

健康・スポーツ 

文化・芸術 

教養（文学、歴史、語学など） 

パソコン・インターネット 

仕事をする上で必要な知識・技能 

家庭生活に役立つ技能 

地域活動・ボランティア活動やそのために
必要な知識・技能 

子育て・教育 

福祉・介護 

自然・環境 

防災・防犯 

今やっていることはない 

意識調査：現在行っている生涯学習の内容 

●現在学んでいない方にとっては、様々なアプローチから学びと出会うきっかけが必要です。 
●学習手段として、対面型とオンライン型どちらもニーズが高くなっています。 
●働く世代や子育て世代、若者世代など、各世代のニーズに応じた講座・プログラムの充実が
求められており、各地域の文化センターへの要望にも表れています。 

●届きにくい生涯学習情報を多くの世代に届けるために様々な媒体での発信が重要です。 
●新しい生涯学習センターに対しては、交流スペースや多様な講座やセミナーの開催が求めら
れています。 

◎現在行っている学びについて 

40.9%

21.4%

17.6%

15.7%

17.4%

12.0%

6.5%

8.1%

4.6%

5.7%

4.7%

23.9

%

0% 20% 40% 60%

意識調査：現在行っている生涯学

習が「ない」と答えた人の理由 

参加に至らない背景として、「忙しさ」や「経済的余裕」のほか

「時間帯」、「情報不足」などもあります。 

課 題 

 １位 忙しくて時間が取れ
ないため 

経済的に余裕がない
ため 

２位 

特に必要と考えてい
ないため 

３位 

現在学んでいる方のうち

４割が「健康・スポーツ」に

取り組んでおり、全世代で

高い割合となっています。 



■ 基本方針１ だれもが学び合える環境づくり 
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■位置付く施策 

  

意識調査：これから利用してみたい生涯学習の方法 

意識調査：生涯学習の情報入手手段で力を入れるべきもの 

30代以下では、「市の SNS」での情報

発信を求める割合が高くなっています。 

◎今後求められている生涯学習の方法とサービスについて 

◎生涯学習の情報入手手段について 

基本方針１ だれもが学び合える環境づくり

施策１ 学びのきっかけづくり

施策２ 一人ひとりの背景や時代に
対応した学びの機会づくり

施策３ だれもが学びやすい環境づくり

施策４ 学びの情報共有の仕組みづくり

広報ふちゅう,

32.5%

市のSNS,

15.8%
市のホーム

ページ,

14.2%

パンフレット・チラシ・

ポスター,9.2%

生涯学習センターの

ホームページ,4.2%

市のメール配信

サービス,3.9%

市民と連携・協力し

た広報,3.8%

生涯学習センター

のSNS,3.1%

自治会の回覧,2.3%

生涯楽習だより,0.3% その他,2.2%

無回答

8.5%

「インターネットを活用したオンライ

ン学習」は特に 10～２０代でニーズが

高まっています。 

406,122

150,286 194,052
309,287 316,982

54,729

18,505

35,129

45,718 46,077

0

10,000

20,000

30,000

40,000
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60,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

利用者数(人) 講座受講者数(人)

生涯学習センター利用者数･講座受講者数（令和元年度～令和５年度） 新施設では、カフェや休憩スペース等の

交流スペースが求められています。 

◎生涯学習センターの利用状況と新施設に求めるもの 

意識調査：生涯学習のために充実してほしいサービス 

意識調査：利用している生涯学習の情報入手手段 

意識調査:新生涯学習センターに求める機能 

スマホ・パソコンなどオンライン中心

の学習が多い一方、図書館や文化施

設、生涯学習センターや文化センター

の講座など対面での学びのニーズも

高まっています。 

 １位 スマホ・パソコンやインターネットなどの利用 

図書館、郷土の森博物館、美術館や府中の森芸術劇場の利用 ２位 

生涯学習センターや文化センターの講座など ３位 

 １位 各世代のニーズに合った多様な講座やプログラム 

インターネットを活用したオンライン学習 ２位 

学習活動のための施設・設備の拡充 ３位 

 １位 カフェや休憩スペースの併設 

多様な講座やセミナーの開催 ２位 

高齢者でも利用しやすい環境 ３位 

 １位 広報ふちゅう 

得る手段が分からない・得ていない ２位 

パンフレット・チラシ・ポスター ３位 
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施策１ 学びのきっかけづくり 
 

【 施策の内容 】 

●市民が学びを通して豊かな人生を送れるよう、誰もが参加しやすい環境を整えるとともに、

参加しやすい仕組みづくり、参加のきっかけづくりに取り組みます。 

○学びへの意欲を持ちながら学習活動に参加できていない市民に対して、参加を阻害す

る様々な要因を取り除き、魅力的な学習環境や講座等の提供により参加を促していき

ます。 

〇学習活動に関心を持つきっかけが少なかった市民なども参加しやすくなるよう、新た

な制度を設けるとともに、身近な場所で学べる機会を提供し、学びとの出会いを広げて

いきます。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現況値 

（令和７年度） 
将来値 

（令和 16 年度） 

府中市が開催する講座の

受講者数 

ふちゅう教養講座及び地区公民館講

座（家庭教育学級含む。）と生涯学習

センター定期講座の参加者数です。 
64,118 人  

  

イメージ 



■ 基本方針１ だれもが学び合える環境づくり 
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【 主な事業 】 

No. 事業名 事業内容 

１ ふちゅう教養講座 

幅広い市民を対象に、子育て中の保護者向けの家庭教育に関す

る講座や親子参加型の講座など、今まで市で行ってきた講座以

外にも、様々なニーズを捉えて、時代に即したテーマの教養講座

を実施する。毎年、時代に即したテーマの講座を開催する。 

２ 地区公民館講座 

市内１１か所の文化センター内にある公民館で親子料理教室・工

作教室等の家庭教育学級、料理・工作・健康教室等の趣味実用講

座のほかに、親子人形劇や映画鑑賞会を実施する。家庭教育支援

の一環として親子のふれあいの場を提供していく。 また、市民の

ニーズに合わせた講座を実施することで学びのきっかけづくり、

健康の増進などにつなげる。 

３ 生涯学習センター講座 

多様な学びの機会を提供し、市の生涯学習振興につながる、市民

の学習ニーズに合った、様々な講座を実施する。各分野の専門家

のほか、生涯学習センターで活動している市民団体や生涯学習サ

ポーターを講師として講座を開催し、市民協働を図る。また、気軽

に参加できる体験型のワークショップ形式の講座を設ける。 

４ 生涯学習ポイント制度 【新】 
生涯学習センターの講座を受講すると、その回数に応じてポイン

トがたまり、講座受講料が割引になる制度を設ける。講座受講の

達成感を高め、参加意欲の増進を図る。 

５ 郷土の森博物館展示会事業 

長期休暇、梅まつりなどの時期に展示会を実施し、日頃、見るこ

とのできない展示物に触れることにより、学習の幅を広げる。年

２回の特別展をはじめとした企画展や、季節に応じた展示会事業

等を実施し、地域の歴史や文化、自然への理解を深める学びの機

会を提供する。 

６ 市民スポーツ教室 

スポーツ推進委員や府中市スポーツ協会が中心になり、スポーツ

実施率の向上を目的に幅広い年齢の市民を対象としたスポーツ

教室を実施する。ジュニアからシニアにわたるまで、市民がそれぞ

れのライフステージに合わせて活動できるスポーツ教室を開催す

ることでスポーツ機会の拡充を図る。 

７ みんなのスポーツday 
スポーツの日にちなみ、体育館を無料開放し、市民誰もがスポー

ツに親しめるイベントを実施する。ラリーテニスやボッチャなどの

ほか、地域の特色をいかした取組を行う。 

 
※ 統合する事業 全市的家庭教育学級 （ふちゅう教養講座） 
       ふちゅうカレッジ１００単位 （生涯学習ポイント制度） 

       けやき寿学園 （生涯学習センター講座）   

現計画からの継続事業 
（検討中・事業名及び内容修正を含む。） 

次期計画から新規に位置付ける事業 

凡例 



- 8 - 

施策２ 一人ひとりの背景や時代に対応した学びの機会づくり 
 

【 施策の内容 】 

●市民一人ひとりの学びへの意欲が、自分らしい未来につながるよう、主体的な学びを支え

る、時代に即した生涯学習を促進します。 

〇デジタル技術の活用により地理的・時間的制約を解消し、誰もがいつでも学べる生涯

学習環境を目指します。 

〇既存の講座・学級などにおいても、ハイブリット型の学習の機会を推進します。 

〇キャリア向上やスキルアップを目指す市民のため、様々なニーズ・段階に応じた講座

等の充実など市民のリスキリングを支援します。 

〇障害の有無や国籍、年齢、性別にかかわらず、より多くの市民が参加できるよう、多

様な背景や状況に配慮した包摂的な学習の機会づくりに努めます。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現況値 

（令和７年度） 
将来値 

（令和 16 年度） 

デジタルによる学びの機

会があると思う市民の割

合 

市が行う講座等の事業において、デ

ジタルによる学びの機会があると思

う市民の割合です。 

18.4％  

  

イメージ 



■ 基本方針１ だれもが学び合える環境づくり 
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【 主な事業 】 

No. 事業名 事業内容 

１ 市民企画講座 【新】 
生涯学習センターにおいて、市民から講座企画の意見・提案を募

り、講座を実施する。 

２ オンラインを活用した講座 【新】 

生涯学習センター講座や地区公民館講座におけるオンラインで受

講・参加できるメニューを開設する（ハイブリッド型講座も含

む。）。リスキリングに役立つ講座の開設など、オンライン学習のニ

ーズを捉えながら、講座内容の拡充と新たな受講者層の開拓を

目指す。 

３ ふちゅうカレッジ出前講座 
市民のリクエストに応じて市職員が講師となり、市政の様々なテ

ーマについて講義する。市民の多様なリクエストに応じられるよ

う講座を開催し、市民の教養の向上に努めていく。 

４ 障害者成人教室（あすなろ学級） 

１８歳以上の知的障害者を対象に開催し、障害者の学習、スポー

ツの機会を確保する。また、この事業に参加するボランティアの

育成、活用を図る。軽スポーツや工作等の活動を通して障害者の

自立を促すとともに、社会に開かれた運営を目指す。また、ボラ

ンティアが企画する事業も取り入れ、市民協働で実施する。 

５ 
心身に障害のある児童・生徒の

地域活動事業 

市内在住の市立小中学校特別支援教室・都立特別支援学校の在

籍者を対象に、週休日に体験学習活動の機会を提供する。障害の

ある青少年に多様な体験学習の機会を提供するとともに、活動

を支える指導者やボランティアの育成を図る。 

６ 国際交流サロン運営事業 
外国人住民を対象に、日本語学習や文化交流活動の機会を提供

する。外国人住民の日本語学習等をサポートする市民ボランティ

アを育成する。 

７ 一般健康教室 

生活習慣病、健康増進、健康に関する正しい知識の普及を目的

に、講話、相談、試食などを実施する。生活習慣病、健康増進、健

康に関する正しい知識の普及を推進し、個人の取組にとどまらず

地域全体でソーシャルキャピタルの醸成による健康づくりを目指

す。 

 

 

   

現計画からの継続事業 
（検討中・事業名及び内容修正を含む。） 

次期計画から新規に位置付ける事業 

凡例 
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施策３ だれもが学びやすい環境づくり 
 

【 施策の内容 】 

●生涯学習センター、文化センター、図書館など生涯学習関連施設の整備充実を図り、持続

可能な学びの拠点づくりに取り組みます。 

〇生涯学習センターは、建替えと併せて拠点機能の強化を図ります。また、活動の場の

確保、利用者との意見交換など、移転・複合化に伴う学習活動への影響を最小限に抑

えるための計画的な対応を行います。 

〇多世代が利用できる学びを通した居場所づくりにより、若者の学習活動の支援充実や

多世代交流を促進します。 

〇市内どこからでも気軽に講座や活動の場にアクセスできるよう、創意工夫の下、学び

の機会充実に努めます。また、ＤＸ環境の整備や、利用を促進するために交通利便性

（アクセス性）の向上を図ります。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現況値 

（令和７年度） 
将来値 

（令和 16 年度） 

生涯学習センターの利用

者満足度 

生涯学習センターの施設を利用した

人の総合的な満足度です。 
92.9％  

  

イメージ 



■ 基本方針１ だれもが学び合える環境づくり 

- 11 - 

【 主な事業 】 

No. 事業名 事業内容 

１ 生涯学習センター学習施設 
市民・利用者に生涯学習センターの学習施設を良好な状態で提

供する。生涯学習センター学習施設の維持と改善を図りながら各

施設で運営する。 

２ 
生涯学習センター移転新設 

【新】 

生涯学習センターの学習機能の移転と新施設の建設を進める。

乳幼児と保護者が遊びながら学ぶことのできるキッズスペース

を設け、若者や高齢者も集うことのできる多世代の居場所づく

り、地域間・世代間の交流を促進する機能を強化する。また、DX

に対応した施設とする。生涯学習センターの令和１１年度の府中

駅北第２庁舎への移転、令和１４年度の中央文化センター等複合

施設の新設及び移転を進める。 

３ 生涯学習センタースポーツ施設 

体育室の一般開放では、誰でも利用しやすい場を提供する。その

他水泳教室などを開催し、技術面でもサポートする。卓球、バドミ

ントンなどが気軽にできる場や多種多様なトレーニング器具を提

供する。水泳技術と健康増進運動を図るため、障害者専用コー

ス、ワンポイントレッスンなどを実施する。生涯学習センターの移

転に伴い、令和１０年度まで提供する。 

４ 青少年のための自習スペース 

生涯学習センターや文化センターの会議室などを自習スペースと

して開放する。施設の利用予約が少ない場合に設けるほか、青少

年などの自習の需要が多い時期には積極的に自習室としての施

設利用を企画する。 

５ 図書館の充実 検討中 

６ 児童館の充実 

文化センター内の児童館について、乳幼児を育児中の保護者が

利用しやすいように、キッズスペースを設置し、一層の活用を図

る。利用活性化を図るため、比較的午前中の利用が多い未就学児

の利便性を考えるとともに、多くの小学生参加が見込まれるサー

クルの活動については、子供たちのニーズに合った企画・実施を

心掛けていく。 

７ 放課後子ども教室 
市内在住の全ての小学生に対し、放課後や学校の長期休業期間

中に学校施設を活用し、安全で安心な居場所を提供する。市立小

学校２２校で実施する。 

 

※ 統合する事業 生涯学習センターの託児室の開放 （生涯学習センター移転新設）   

現計画からの継続事業 
（検討中・事業名及び内容修正を含む。） 

次期計画から新規に位置付ける事業 

凡例 
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施策４ 学びの情報共有の仕組みづくり 
 

【 施策の内容 】 

●学びの情報をより多くの市民に確実に情報を届けるため、分かりやすく、探しやすい、必

要な情報を的確に届ける情報発信の仕組みの構築を行います。 

〇活動団体や講座の情報を体系的に検索が可能なポータルサイトの整備や、ＳＮＳなど

デジタルでの情報発信機能の強化に努めます。 

〇多様な層に情報が届くよう、広報ふちゅうへの生涯学習情報の掲載や、市内各施設で

のチラシ・ポスター掲示等の紙媒体を活用した情報発信を継続的に実施します。 

〇市民一人ひとりが求める学びに出会えるよう、コンシェルジュによる相談機能を整備

し、講座や活動の情報案内や、伴走支援を実施します。 

〇外国にルーツを持つ人、障害のある人、学びに関心を持つきっかけが少なかった人な

ど、多様な背景や状況を持った市民に届ける視点をもって情報発信に取り組みます。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現況値 

（令和７年度） 
将来値 

（令和 16 年度） 

生涯学習ポータルサイト

の閲覧数 

生涯学習ポータルサイトを利用した人

の数を図るための閲覧数です。 
―  

  

イメージ 
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【 主な事業 】 

 

※ 廃止した事業 外国語版情報誌（府中インフォライン）の発行

No. 事業名 事業内容 

１ 生涯学習相談 
生涯学習に関する様々な情報の提供、相談、紹介、支援・調整に

関する体制を整備する。生涯学習コンシュルジュを始め、社会教

育士などの社会教育人材の活用を図った体制の整備を目指す。 

２ 生涯学習情報誌の発行 
生涯学習ボランティアの編集で、市民の学習活動状況や生涯学習

センターでのイベントを取り上げ「生涯楽習だより」を発行する。 

３ 
生涯学習ポータルサイトの運営 

【新】 

生涯学習に関わる情報を一元的に管理して発信を行い、市民に

対する情報提供と活動交流の促進を図る。生涯学習センターホー

ムページとの整合性を図りながら、開設と内容の充実を目指す。 

４ インターネットによる情報発信 

市のSNSなどで積極的に生涯学習情報の発信を行い、市民が必

要な情報を入手できるようサービスの向上を図る。市のホームペ

ージでは、「やさしいにほんご」、英語、中国語、韓国語の多言語に

対応し、また、音声読み上げ機能や視覚障害者向けサイトを提供

することで、多様な市民に情報を発信する。 

５ 
広報媒体を活用した生涯学習の

ＰＲ 
生涯学習関連事業について、広報ふちゅうなどを通じて、情報を

発信する。 

現計画からの継続事業 
（検討中・事業名及び内容修正を含む。） 

次期計画から新規に位置付ける事業 

凡例 
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基本方針 

２ 
学びを伝え広げるつながりづくり 
～学びを通した持続可能なネットワークづくり～ 

基本方針２ 学びを伝え広げるつながりづくり 

 

■現況と課題 

 

 

 

  

意識調査：グループで学習や活動をする組織

への参加経験(令和７年度) 
音楽

135団体

(22.3%)

美術･工芸

99団体

(16.3%)

舞踊･演劇

95団体

(15.7%)

軽スポーツ

90団体

(14.9%)

生活･文化

60団体

(9.9%)

語学

32団体(5.3%)

子育て

25団体(4.1%)

人文・自然科学

14団体(2.3%)

文芸 12団体(2.0%)

その他

44団体

(7.3%)

分野別の社会教育関係団体数(令和７年度) 

●多分野の活動が行われていますが、地域や団体活動へは特定の世代の参加が高く、会員が
減少している現状も見られます。 

●学びの成果や経験をいかしたい人の意欲を活動につなげるためには、「活動参加のきっか
け」や「コーディネーター機能の充実」など、地域や活動へとつなぐ支援の仕組みが求められ

ています。 

●学びたい人と成果をいかしたい人をつなぐマッチング機能の強化や、気軽に相談・交流でき
る場の整備など、学びと実践を循環させる仕組みづくりが求められています。 

●学びを支える生涯学習サポーターや生涯学習ファシリテーターの役割・認知度は低い状況です。 
●学びと実践の循環を広げるため、多様な主体の連携など市全体で学びを支える仕組みが必要
です。 

計：606 団体 

参加

している, 

16.1% 過去に参加

していた, 

7.9%

参加していない, 

72.3%

無回答,3.7%

◎市民による多様な学びの場について 

課 題 

音楽、美術･工芸、舞踊･演劇の団体で

全体の半数以上を占めています。 

現在グループで学習・活動をする組織に参加して

いる方は１割強となっています。 
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■位置付く施策 

 

  

生涯学習がウェルビーイングに 

つながると思うか 

身
に
付
け
た
知
識
・
技

能
・
経
験
の
活
用
意
向 

いかしたいと思う 

いかしたいと思わない 

生涯学習をしていない・

する気はない 

基本方針２ 学びを伝え広げるつながりづくり

施策１ 学びを支え・つなげる人づくり

施策２ 学びの成果を広げる仕組みづくり

施策３ 府中市学びのネットワークづくり

いかしたい

と思う

43.3%

いかしたいと

思わない

30.8%

生涯学習を

していない・

する気はない

23.4%

無回答 2.5%

意識調査では、生涯学習サポーター・

ファシリテーター養成講座の認知度

は低い結果が出ており、登録や講座

の受講に関しても年々減少傾向にあ

ります。 

意識調査：生涯学習で身に付けた知識･経

験を自分以外のためにいかしたいか 

◎学びをいかすことについて 

生涯学習サポーター登録者数と生涯学習ファシリテーター・サ

ポーター養成講座の延受講者数の推移（令和元年度～令和５年度） 

意識調査：生涯学習を通じて身に付けた知識・技能や経験を

自分以外（地域・社会）のためにいかすために必要なこと 

◎人材について 

意識調査：生涯学習がウェルビーイングにつながると思うか（生涯学習による

ウェルビーイングの実感と学びの活用意向の関係） 

とても

そう思う

36.9%

49.5%

38.3%

14.4%

やや

そう思う

38.6%

41.1%

42.3%

31.9%

どちらとも

言えない

16.0%

7.4%

14.9%

33.7%

あまりそう

思わない

3.6%

0.4%

2.3%

11.5%

全くそう

思わない

2.4%

0.4%

1.1%

8.1%

無回答

2.5%

1.2%

1.1%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「いかしたいと思う」人の中では、資格等を活用した職業

を通じての社会貢献や、仲間内・サークルでの教え合い、

子育て支援活動などにいかす意向が高くなっています。 

 １位 活動への参加につながるきっかけづくり 

知識・技能や経験をいかす人と活動の場を結ぶ人 

（コーディネーター）の充実 
２位 

地域活動・ボランティアの情報提供の充実 ３位 

身に付けた知識･経験

を自分以外のためにい

かしたいと思う人はウ

ェルビーイングを実感

している割合が高い傾

向にあります。 

85人 71人 73人
57人 60人69人

46人

73人
63人 60人

0人

50人

100人

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

生涯学習サポーター登録者数 生涯学習ファシリテーター・サポーター

養成講座の延受講者数
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施策１ 学びを支え・つなげる人づくり 
 

【 施策の内容 】 

●学びを支える担い手の発掘・育成や活動支援を進めるとともに、人や活動をつなぐ仕組み

の充実を図ります。「学ぶ人」と「学びを支える人」の双方を支えながら、持続的な担い手

づくりに取り組みます。 

〇現在活動している団体への支援に加え、高齢化・会員減少などの課題を抱える活動団

体やボランティアが継続的に活動できるよう支援を進めます。 

〇学びをつなぐ役割を担う人材として、生涯学習サポーターなどを確保するとともに、

その育成に努めます。 

〇ファシリテーション技能の習得に特化した生涯学習ファシリテーター養成講座を終

了し、生涯学習の様々な分野で活躍してもらうためのボランティアに関する講座など

の実施により、学びを支える担い手の発掘・育成に努めます。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現況値 

（令和７年度） 
将来値 

（令和 16 年度） 

社会教育（学習）関係団体

の登録数 

社会教育（学習）関係団体の登録数で

す。 
613 団体  

  

イメージ 
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【 主な事業 】 

 

※ 廃止する事業 ファシリテーター養成講座  

No. 事業名 事業内容 

１ 
社会教育（学習）関係団体への支

援 

教育委員会に登録した生涯学習に関わる活動を行う団体に、施

設使用料の減額や広報ふちゅうへの記事の掲載などの支援を行

う。多様な学びのコミュニティの形成につながるよう、適宜、登

録制度の見直しを図りながら、新規団体の登録を推進し、団体数

の維持を目指す。 

２ 市民活動団体の活動支援 

市民活動センターに登録している団体の活動機会の提供に努め

るとともに、地域との交流を図る。市民・団体が交流できる場を

提供し、市民同士のネットワークの構築を目指す。各種イベント

などで団体が活動する機会を提供し、団体活動の活性化を目指

す。 

３ 生涯学習サポーターの登録充実 

文化・芸術・教育・レクリエーション活動等について専門的知

識・技能を持つ市民を指導者として、あらかじめ登録し、市民の

求めに応じ、その指導者を紹介する。市民の間に広く制度の周知

を進め、生涯学習の推進に役立つ優れた人材の確保に努める。サ

ポーターの指導力の向上につながるための研修を行う。 

４ 生涯学習ボランティア入門講座 
生涯学習を支える活動をしたいと考える市民のために、生涯学

習ボランティア入門講座を開催し、ボランティアの養成に努め

る。 

５ コミスポ協力者の育成 

これまであまりスポーツになじみのなかった市民に、スポーツ

の楽しさを伝え、継続的な活動ができるように指導できる人材

（府中コミスポ協力者）を育成する。コミスポ協力者の資質向上

のため、研修会を年１回以上実施する。 

６ おはなしボランティア養成講座 

図書館や地域で絵本の読み聞かせを行うボランティアの資質向

上を図るため、講座を実施する。図書館のおはなしボランティア

を対象にした「ステップアップ講座」を継続して実施し、ボラン

ティアの人材育成と能力向上につなげる。また、市民対象の「読

み聞かせ講習会」を毎年実施し、絵本の読み聞かせやストーリー

テリングなどを地域で行える人材を育成する。 

７ 美術館ボランティアの育成 

ＮＰＯと美術館との協働により、研修会や教育普及事業など

様々な事業活動の機会を提供し、美術館ボランティアを育成す

る。アートスタジオ・ワークショップの補助、公開制作のガイ

ド、市民文化の日などイベントのお手伝い、パブリックアート

（彫刻）のメンテナンスなどを実施する。ボランティア活動のき

っかけづくりとして、ボランティア説明会を併せて実施する。 

８ ジュニアリーダー講習会 

小学４年生～高校３年生を対象に、リーダーシップ・協調性・主

体性の養成、将来の青少年育成を担う人材育成を目的としたジ

ュニアリーダー講習会を実施する。他者や異年齢層との交流方

法、自分で考え行動する力等を身に付けることを目的とした、集

団活動、野外活動、社会学習等のプログラムを通年で実施する。 

現計画からの継続事業 
（検討中・事業名及び内容修正を含む。） 

次期計画から新規に位置付ける事業 

凡例 
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施策２ 学びの成果を広げる仕組みづくり 
 

【 施策の内容 】 

●身に付けた知識・技能や経験（学びの成果）を地域・社会へいかしたい人と、新たに学び

たい人がつながり、日常的な交流や実践を通じて「学び返し」が広がる、多様な学びの場

づくりを進めます。 

〇学びの成果をいかしたい人と学びたい人をつなげるため、相談支援や講師登録の活用

などつなぐ仕組みを充実させます。 

〇生涯学習フェスティバルなど、学びの成果を広く発表・共有する機会を充実させ、新

たな学びや活動、つながりへと発展するきっかけをつくります。 

○生涯学習サポーターなど、身に付けた知識・技能をもつ市民が市内で積極的に活躍で

きるよう支援を進めます。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現況値 

（令和７年度） 
将来値 

（令和 16 年度） 

生涯学習サポーターの活

動回数 

市民が講師となる生涯学習サポーター

が市内で活動した回数です。 
70 回  

  

イメージ 



■ 基本方針２ 学びを伝え広げるつながりづくり 

- 19 - 

【 主な事業 】 

No. 事業名 事業内容 

１ 生涯学習フェスティバル 

市民の生涯学習に対する理解を深め、生涯学習活動全体の推進

を図る。引き続き、自主的な活動を推進するため、市民による実

行委員会形式で開催する。中心市街地への生涯学習センターの

移転に伴い、生涯学習への新たな参加を広げるイベントとして展

開を図る。 

２ 民俗芸能伝承普及事業 

市の郷土芸能である府中囃子及び武蔵国府太鼓を永く後世に残

すため、府中囃子伝承普及事業の実施、公益財団法人府中文化

振興財団の実施する武蔵国府太鼓講習会への補助、府中囃子

CD及び武蔵国府太鼓DVDの頒布等を行い、伝承と市内外への

普及に努めていく。 

３ 
生涯学習コンシェルジュの活用 

【新】 

市民の学習活動に対して情報提供や相談に応じるとともに、人と

人をつなぐ役割を果たし、市内の学習資源をいかすことのできる

生涯学習コンシュルジュを生涯学習センターに配置する。生涯学

習コンシェルジュは、社会教育士等の社会教育人材を充て、その

活用を図る。 

４ 生涯学習サポーターの活用 

生涯学習サポーターを市民の求めに応じて紹介するとともに、

様々な学習活動の場面で活用を推進する。生涯学習サポ―ター

制度の市民への周知を図り、市民の利用を促進するとともに、生

涯学習センター講座や公民館講座などの講師に活用する。また、

生涯学習サポーターの提案を基に、生涯学習センターにおいて生

涯学習サポーター企画講座を実施する。 

５ 生涯学習ボランティアの活用 

生涯学習を支えるボランティアの登録を進め、その活用を図る。

生涯学習ボランティアは、生涯学習センターにおける講座の企

画・運営に協力し、生涯学習ボランティア連携講座を開催する。 

６ 
府中市市民提案型男女共同参画

推進講座事業 

市民団体等の企画運営による講座を通じて、地域における男女

共同参画の意識づくりと担い手育成を図る。応募団体の中から

選考を行い、選考を通過した２団体に事業を委託する。委託先団

体が主体となり、地域における男女共同参画の意識づくりや女性

人権の啓発等をテーマとした多様な講座を企画・実施する。 

７ 元気いっぱいサポート事業 

地域ぐるみでの健康づくりの取組を行い、ソーシャルキャピタル

の醸成を推進するため、元気いっぱいサポーター及び元気いっぱ

いサポーターリーダーが地域での健康づくりを推進する。 

 

※ 統合する事業 府中囃子伝承普及事業・武蔵国太鼓伝承普及事業 （民俗芸能伝承普及事業）   

現計画からの継続事業 
（検討中・事業名及び内容修正を含む。） 

次期計画から新規に位置付ける事業 

凡例 
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施策３ 府中市学びのネットワークづくり 
 

【 施策の内容 】 

●地域、団体、学校、大学、企業との協働による学習･活動支援や、生涯学習に関連する施設

間の連携を通じて、生涯学習を共通の視点とした市民の活躍を支える体制として「学びの

ネットワークづくり」を推進します。 

〇市内企業や、市と協定を結んでいる大学、学校等との連携を強化し、公開講座や教養

セミナーなど、専門的な学びを含む多様な学習機会の充実を図ります。 

〇市内各地域の学校支援ボランティアとの連携により、世代を超えて学び合える身近な

地域での学びの場づくりを進めます。 

〇生涯学習センターを中心に、市内各地域へ学びを届けるとともに生涯学習関連施設間

の連携を強化します。学びの情報や機会の共有、人や活動のつながりを通じて、市全

体で学びを支えるネットワークづくりを進めます。 

 

【 施策指標 】 

 

指標名 指標の考え方 
現況値 

（令和７年度） 
将来値 

（令和 16 年度） 

生涯学習センター出張講

座の受講者数 

生涯学習センター出張講座に参加し

た受講者の総数です。 ―  

  

イメージ 
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【 主な事業 】 

No. 事業名 事業内容 

１ 生涯学習関連施設連絡会議 

市内の生涯学習関連施設のイベント情報や市民ニーズの動向な

ど学習活動に関する情報交換をする。生涯学習関連の施設の担

当者により、学習事業の情報交換などに加えて、全市的に取り組

むべき企画について協議する。 

２ 
生涯学習センター出張講座 

【新】 

文化センター等において地域ニーズに応じた講座などを、生涯学

習センターが企画して出張形式で実施することで、市内に学びの

ネットワークを広げる。 

３ 大学・高等学校との連携 

市内の東京農工大学及び東京外国語大学と連携して教養セミナ

ーなどの企画、生涯学習フェスティバルでの学生サークルと連携

したイベントの開催など、地域における大学・高等学校との協働

を進める。 

４ 学校支援ボランティア 
地域社会が学校に対して支援していくボランティア活動を行う。

世代を超えたふれあい活動の実施、地域の伝統的な文化や技能

の伝承、校庭の整備・花壇の世話などを実施する。 

５ ふちゅう市民カレッジ 【新】 

地域全体を知の資源として捉え、市内の民間事業者等と連携し

た学習プログラムを展開する。企業やNPOが提供する非営利の

学習プログラムや講師派遣の事業を市が紹介し、市民の学習活

動に役立て、地域の生涯学習の力を引き出す。市内に営業所や

工場などを有する企業等に働き掛け、企業等によるメニューを出

前講座に追加し、その講座数の増加と内容の充実を目指す。 

 

 

 
 

 

 

 

現計画からの継続事業 
（検討中・事業名及び内容修正を含む。） 

次期計画から新規に位置付ける事業 

凡例 


